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要 約

1．試験の表麗

被験物質K－39の微生物による分㎜験

2．分螺度試験

9 2．1試験条件

　　（1〕被験物質濃度

　　（2〕活性汚泥濃慶

　　（3》試験液量
　　④

（5｝・・

2．0凍〆10．0囎／2

　1滴／”
100　虜
20士1　℃
　28　日面

2．2測徒及び分析

　　　生物化学的酸素要求量（BOD》の測定

3．試験結果

．
瞭

BODによる分屏慶 2及び2％

4．被験物質の安定性

被験物質‘ま保層条件下で安定であることを確認した．

●

●
，
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　　　　1．表　　題

畢　　2．棚風瀦

”

●
　　　　3．試験施設

■
　
　
　
　
　
や

4．試験目的

5．試験方法

　　最終報省』書
　　　　　　　　　　　　　　試験番号　20039

纐瓢K－39磁擁よる鋤

名　　称　過慮農業省

住所（〒100）東京都千代田区霞が閲“丁目3番1号

名　　称　財団法人

　　　　　　　　　　ンター九州図験所

住所（〒830》福岡県久留米市中央町19－14，

　　　　　TEL　《0942）34－1500
運営管理歯

数験物質K－39の微生物による分解鰍について知見を得る．

OECD化学品テストガイドライン　301D　C　l　o8ed

B。t L1e蝋剛鳴る・
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6．試験期日

　　（1）試験露胎日　　　　昭和62年　5月20日

　　（2》試験実施劉胴

　　　　試験液培養開始日　　昭和62年　5月21日

　　　　試験液培養終了日　　昭和62年6月18日

　　（3）試験終了日　　　昭和62年　9月10日

7．試験関係者

　　試験責任者

　　試験担当者

試資料管理責任者

蹄62年7月1日
最終報告書作成者

8．最終報告書の承認

　　試験責任者
　　締
氏名
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9．被験物質

　　本職告書において被験物質K－39は、次の名称及び禰宜式等を有するものとする．

　9．1　名　　称　　イソプレン

　9，2欄随式等

　　　　繊

　　　　　　　　　　　　CH3
　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　CH2＝C－CH厘CH琴

　　　　分子式　C5H8

　　　　分子量　68．12

　　　　　　　準1　9．3　紘　　度　　98％

　　　　寧1添付資料による．

　9．4入手先及びロット番号

　　　（2）ロット番号　　FATO2

一4 u



9，5同　定
ベクトルと当試験所の当該測定スペクト

ルと力敬することを確認した．

へ

9．6

外観
　　毒2凝固点　　・145．95℃

　　43沸点　　34．08℃
蒸気庄’4鵬繭（32．6℃）

比ゴ1d18・，681

溶解性　水

　　　　ヘキサン

　　　　クロロホルム

　　　　メタノール

　　　　酢酸エチル

44鳴！2

1009〃以上

1009ん以上

1009／2以上

lOO9／捌上

分膿（n一オクタノール／水）

　　　　10g　Pow　＝　2。42（参考資料参照）

赤外吸収スペクトル　　（図一8参照）

質量スペクトル　　　　（図一9参照）

核磁気共鳴スペクトル　（図一10螺）

・1添付資料による．

卓2 （10［dt．）に1よる．

毒3　㈱（共立出飯｝による．

卓4化学便覧（日本化学会編）による．
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9．7保簡条件及び保管条件下での安定性

（1）保管条件

12）安定性確認 棚試験灘優關始前及び培蝋了後に　一　　　ベ
クトルを測定した結果（図一8参照）、両スペクトルは一致

し、保簡剰牛下で安定であることを確認した．

10．

灘
傭

㎜欄
jTo

濃 度

生　歯数

昭和62年　5月21日

喩
上記汚泥をろ紙（ぬ2）でろ過し、初めの200虜を廃

棄した．ろ液の残りを曝気して植種した．

無機栄養塩漕液1』中に先の鋭つたピペットで1滴加え

たものを朔をた・

4．2×10　個／虜

（2）無機栄養塩溶液の調製

　　精製水（高槻郵闘慶　日本薬局方）1』に対し、Closed30ttle試験で

　定められた渚液1，2，3及び4各1虜の船で添加した．

ゆチ

（3）基準物質

　　アニリン（昭和始学製試麟級》を用いた．

（4）試験容器

　　100磁用ふ卵びんを用いた．
凸

一6一



10，2試験液の調製

　　　被駿物質の揮発性を考慮して試験液を下記の1方法で調製した．

　　　これらの胡験液について、10，3の条件で培養を行った．

　　（1）酸素測定用ブランク

　　　　　試験容器に㎜液を入れた．

　　　（2）汚泥ブランク

　　　　　試験容脇C活性汚泥を含む無“栄曲塵溜液を入れた．

　　　｛3）汚泥＋袖敷物質

　　　　　試験割隅C活性汚泥を　　　　　　　　　を入れ、被験物質0．3及び1．5

　　　　延を添加した（　　　　　　2．0及び10，0昭鴻相当》．

　　　（4）汚泥＋アニリン

　　　　　一汚泥を含む無機栄養塵溜液を入れ、アニリンを2．0彫2に
　　　　なるように添加した．

10，3環境条件

8

インキュベーター（サンヨー電蝦》

20土1℃
28日間
暗所に岩盤状懸で静置

10．4醐験液の測定

　　　0，5，15及び28日後にインキュベーターから試験容器を取出し、JIS　K　O102

　　－19聞の32．1ウインクラー・アジ化ナトリウム変法により、溶存酸素を測定し

　　た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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10．5分螂慶の算出

　　　被験物質の分解症ほ下記の式に基づき算出した．

　　　　　　　　　　　　　　　BODX　　　　　分儒度（％）　＝　　　　　　　　×　100
　　　　　　　　　　　　　　　TOD

　　　　　　BODX：　x日後の（汚泥十捜験物質）継繍酸素要求量
　　　　　　　　　　　　（測定値》（囎》
　　　　　　　　　辱5
　　　　　　TOD　：　被顧物質が完全に酸化された場合・に必要とされる理論的

　　　　　　　　　　　　酸素要求量《計算値）（囎》

　　　　婚純度100％として酌算した．

10．6数値の取扱い

　　　　数値を平均する場合、平均は算術平均とした．数値の丸め方はJIS　Z桝01－

　　　1961に従った．

11．試験結果

11．1分億度

　　　　BODによる分解度は下横のとおりであった．

繭

●

分辨慶（％）

（曜2）

2．0

10．0

5日後

2

2

15日後

1

2

28日後

2

2

11．2

　BODから求めたアニリンの28日後の分棚ま74％であることから、本舗験の

試験条件が有効であることを確認した．

一　8　一



12．考　寮

（1》分解性について

　　　　　の撫発註が大きいため、一による分㎜
　の実施は不可能と判断して、OECD化学品テストガイドライン　301D
　C　l　o　s　e　d　B　o　t　t　l　e法による分㎜を実施した．その結果、被験物

　質の分解性は認められなかった．

（21被験物質の残留率について

　　本試験終了時、被験物質濃慶10．0喀！2の系についてガスクロマトグラフ（GC》

　法により、試験容器中の被験物質の残留量を測定した結果、残留寧ほ87及び89％

　であった（表一3、図一2参照》．

（a）試験液の前魍

・厭：

試験液100冠
・冷却（

ｩヘキサ
ﾓ・娠とう

水層　　ヘキサン層
・脱水ろ

E定容

GC試料

・冷却（～領暉中，1夜剛臆）

←ヘキサン40観

←硫酸アンモニウム　258

・娠とう（5分間｝

・腹水ろ過（1圏ろ紙）

・定容50虜（ヘキサン）

上記手法による回収率を表目4，図一3に示すし

●

▼
・
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靴
顎
鍵

C
機
検
カ
　
カ
キ

G切（
島津製侑所製GC－9A
水素炎イオン化検出器（F　I　D）

40鵬×1．2』■φ　ガラス製

G－100　　鯉慰事　2角じ

80℃
ヘリウム

20慮／分

上記条件による検量腺を図一4に剥し．

（3》敏験物質の揮発性について

　被験物質は釦暁性が予想されるので、揮発性翻賞用培養びんによる保持試験を

　実施して敏験鞠質の残留率を測定した．その結果（表一5，図一5参照）をまと

　めると表一Aのようになる．

表一A

禰

容　　　　器
残　留　率　（％）

14日後 28日後
ん’ 38，　41 34，　27

密　朗．び　ん 105，106 106，105

以上の結果、撫発囲物質用培養びんを用いても被験物質の残留は低かった．

なお、保蒜試験の条件及び分析方法は次のとおりである．

■ ㈲試験条件

重
液
度
間

液
　
温
期

　
験
験
　
験
験

試
試
試
試

　
　
　
　
晒

y
毒

灘
観

一　10一
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（bl残留串の測定

　　ガスクロマトグラフ（GC）法による被験物質の分析

（C〕試験濃の磁魍

　　　　　　　　　・冷却（冷繭暉中，1夜静置）

　　　　　　　　　←ヘキサン90虜
　　　　　　　　　・撹拝（10分間）

　　　　　　　　　・脱水ろ遇《1恩ろ紙）

　　　　　　　　　　　　100虜（ヘキサン》

試験液300虜
・冷却（

ｩヘキサ

E撹拝（

水層　　ヘキサン層
・脱水ろ

E定容

GC試料

　　上記手法による回収串を衰一6、図一6に示す．

（dlGC分析条件

　　機　　器　　　　　　GC－9A
　　検出器　水素炎イオン化検出器（FID）
　　カラム　40肌×1．2縢φ，ガラス製

　　　液相G－100膜厚2働
　　カラム温度　　 80℃
　　キャリアガス　　ヘリウム

　　　流　　量　　20醐／分

　　上記条件による検量線を図一7に示す．

一　11　一



13，試資料の保借

13．1被験物質

　　　保管用被験物質的19を保管用容器に入れ密栓後、　「新規化学物質に係る誘険

　　の項目等を定める命令第3条に規定する試験施設に関する基準』（以下「試験施

　　段差準』という．》第32条に定める期間、当試験所試料保管室に保管する．

13．2生データ、資料等

　　　試験により得られた分椥陪果、測定結果、鰍、その他試験ノート等勲

　　鞭告書の作成に用いた生データ、調唾表、資料等は最終綴告書と共に、「試験施

　　欝撃」第32熊こ割》る貫眉間、当制調画所騰に保管す』る．

●
　　　14．備　考

・溶存轡爆測定に使用した試薬

アジ化ナトリウム

よう化カリウム

水酸化カリウム

硫酸マンガン

職

片山化学工業製公害分析用

片山叱離工業製試薬特級

灘

ゆ

分析に使用した試薬

ヘキサン

硫酸アンモニウム

鰍

試薬←級

襯 蹴
日棚方

轟

・一 @12一
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図一1－2分解度曲線（分解度VS培養期間〉

分

解

度

100

80

60

40

｛％）　　20

o

o

‘．

●

o 5 10 15 20 25 30

k－3曾　（瀧度loqg／遭）
アニリン　　（濃　度　　Z、0』啄！2）

培　　養　　用　　間　　（日）


